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第２章　鹿児島市の健康水準　

◆　総人口と高齢化率の推移（図１・２）
　
　本市の総人口は、年々増加し、周辺５町との合併を経て、平成２２年度には、

６０５,８４６人となっています。

　本市の高齢化率（総人口に占める６５歳以上人口の割合）は、国･県と比べ

低いものの、総人口と同様に増加傾向にあり、平成２２年は２１.２％と高齢化

は急速に進行しています。

図２　本市の高齢化率の推移と国・県との比較
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(人) 図１　本市の総人口の推移

平成１６年１１月には、近隣す

る５町（旧吉田町、旧桜島町、

旧郡山町、旧松元町、旧喜入町）

と合併し、新生鹿児島市が誕生

しました。
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◆　平均寿命（図３・４）　　

　平均寿命（０歳ちょうどの者のその後の生存年数の期待値）は、国･県とも

に年々伸びており、本市においては、平成１７年は、男性７８.７年、女性８６.１

年です。

　中核市４１市の平成１７年における平均寿命を比較すると、本市はほぼ中ほ

どに位置しています。

S40年 S45年 S50年 S55年 S60年 H2年 H7年 H12年 H17年

国男性 67.74 69.84 71.79 73.57 74.95 76.04 76.70 77.71 78.8

国女性 72.92 75.23 77.01 79.00 80.75 82.07 83.22 84.60 85.8

県男性 67.36 68.14 70.54 72.53 74.09 75.39 76.13 76.99 78.0

県女性 72.71 74.62 76.53 78.44 80.34 82.10 83.36 84.70 85.7

本市男性 77.87 78.7

本市女性 84.74 86.1
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図３ 平均寿命の推移

資料　厚生労働省「市区町村別生命表の概況」
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◆　出生率の推移（図５）

　出生率は、国･県より高いものの、平成７年からは横ばいとなっています。
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( 年 )

年　次
本市の出生数

(人 )
出生率 (人口千人に対する人数 )

本市 県 国
22 5,853 9.7 8.9 8.5

資料　厚生労働省「市区町村別生命表の概況」

資料　厚生労働省「人口動態統計」
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◆　合計特殊出生率の推移（図６）

　合計特殊出生率は、国の状況と同じく徐々に減少してきており、平成１７年

には１.２５と最低値となっています。

2.00 2.02

1.91

1.74 1.73

1.5

1.36
1.41 1.39

1.35
1.31 1.32 1.31 1.3 1.3 1.29

1.25
1.3

1.35
1.39 1.38

1.42

1.10

1.30

1.50

1.70

1.90

2.10

2.30

2.50

本市

県

国

図６ 合計特殊出生率

（一人の女性が一生の間に出産する子どもの数）

( 年 )

年　次
合計特殊出生率

本市 県 国
22 1.42 1.62 1.39 資料　厚生労働省「人口動態統計」

※昭和４０年は、旧谷山市も含む。また、平成１６年の市分には、合併（平成１６年１１月１日）

　前の旧５町（吉田、桜島、喜入、松元、郡山）分を含む。

S40 45 50 55 60 H2 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
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◆　主要死因別にみた死亡率の年次推移（図７・図８）

　本市の主要死因別死亡の順位は、昭和５４年には悪性新生物が脳血管疾患に

替わって第１位となりました。

　平成２２年の主要死因別死亡の順位は、第１位は悪性新生物、第２位は心疾

患（高血圧性を除く）、第３位は肺炎、第４位は脳血管疾患となっています。

図７　主要死因別にみた死亡率の年次推移
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資料　厚生労働省「人口動態統計」

結核
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資料　厚生労働省「人口動態統計」

資料　厚生労働省「人口動態統計」

〇　平成２２年の主要死因の割合（図９～１１）

図９　主要死因の割合(総数)

平成22年
死亡
5,234人

悪性新生物
29.5％

心疾患
    （   高血圧性を除く  ）

15.2％

肺炎
11.7％

結核　0.2％
喘息　0.3％

高血圧性疾患　0.5％

肝疾患　1.3％
糖尿病  1.3％

慢性閉塞性肺疾患　1.5％
老衰　1.7％

自殺　1.8％
大動脈瘤及び解離　2.1％

腎不全　2.4％

不慮の事故　3.0％ 脳血管疾患
11.2％

その他
16.4％

(総数)
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資料　厚生労働省「人口動態統計」

図１０　主要死因の割合(男)

図１１　主要死因の割合(女)
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肺炎
11.4％
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老衰　0.7％
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肝疾患  1.4％

大動脈瘤及び解離　1.9％

慢性閉塞性肺疾患　2.1％
腎不全　2.3％

自殺　2.5％

不慮の事故　3.5％

その他
15.5％

平成22年
死亡（男）
2,615人

平成22年
死亡（女）
2,619人

悪性新生物
25.9％

脳血管疾患
12.2％

心疾患

17.0％
（高血圧性を除く）肺炎

12.0％

結核　0.2％
喘息　0.3％

高血圧性疾患　0.8％

 慢性閉塞性肺疾患　0.9％
自殺　1.0％
肝疾患　1.1％
糖尿病　1.3％

 大動脈瘤及び解離　2.3％

不慮の事故　2.4％
 

 

腎不全　2.5％
老衰　2.8％

その他
17.3％
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〇　平成２２年の悪性新生物死亡の部位別状況（図１２～１４、表１）

平成22年
悪性新生物死亡
総計1,544人

          肺
19.4％

   胃
11.3％

肝及び肝内胆管
9.9％

 結腸
8.1％    膵

7.3％

胆のう及びその他
の胆道　5.9％

その他
22.4％

　乳房　4.2％

子宮　2.4％

直腸S状結腸移行部
及び直腸  　2.9％

白血病　3.6％

食道　3.8％

図１２　悪性新生物の部位別割合(総数)

図１３　悪性新生物の部位別割合(男)

        肺
23.5％

　 胃
12.0％

肝及び肝内
胆管
12.0％結腸

6.5％

膵
6.4％

直腸S状結腸移行部
及び直腸　      2.9％

白血病　3.7％

　　平成22年
悪性新生物死亡
　　男　865人

その他
22.1％

胆のう及びその他
の胆道　　  5.0％ 食道

6.0％

資料　厚生労働省「人口動態統計」
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図１４　悪性新生物の部位別割合(女)

資料　厚生労働省「人口動態統計」

平成22年
悪性新生物死亡
女　679人

 肺 14.5％

　結腸
10.2％

胆のう及び他の胆道
7.1％

  膵
8.4％

 　　胃
10.3％

食道　1.0％

直腸S状結腸移行部
及び直腸　   2.9％

白血病　3.5％

子宮　5.4％

　その他
22.8％

肝及び肝内胆管
　7.2％

 乳房
9.6％

表１ 本市の悪性新生物死亡の部位別割合（平成１３年・１６・２２年の上位３つ）

《男性》
平成13年 第1位：肺（22.5%） 第2位：胃（13.8%） 第3位：肝及び肝内胆管（13.5%）
平成16年 第1位：肺（21.8%） 第2位：肝及び肝内胆管（14.5%） 第3位：胃（13.3%）
平成22年 第1位：肺（23.5%） 第2位：胃（12.0%）･肝及び肝内胆管（12.0%）

《女性》

平成13年 第1位：肺（14.2%） 第2位：胃（13.0%） 第3位：乳房（9.5%）
平成16年 第1位：肺（13.1%） 第2位：胃（11.1%） 第3位：結腸（10.7%）
平成22年 第1位：肺（14.5%） 第2位：胃（10.3%） 第3位：結腸（10.2%）
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資料　厚生労働省「人口動態統計」

◆　自殺者数の推移（図１５～１７）

　本市の自殺者数の推移をみると、周辺５町との合併後は、平成２０年までは

増加傾向にありましたが、平成２２年は９２人と減少しています。

　性別では、男性が女性の２～４倍以上を占めており、年齢別では、平成１６

年は、５０歳代・４０歳代・６０歳代の順となっていましたが、平成２２年は、

６０歳代・５０歳代・７０歳代の順になっています。

　また、本市の自殺死亡率（人口１０万人に対する人数）は、平成２２年は

１５.２で、国（２３.４）、県（２４.３）より低い状況にあります。

78 83 83
99 85 97 98 83

65

23 20 18

29
36

40 44

25
27

H14年 H15年 H16年 H17年 H18年 H19年 H20年 H21年 H22年

図１５ 本市の自殺者数の推移
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図１６ 平成１６年本市の自殺者数(性別年代別)
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１０歳未満 １０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 ８０歳代 ９０歳代

男性 女性

( 単位：人 )図１７ 平成２２年本市の自殺者数(性別年代別)
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資料　厚生労働省「人口動態統計」

◆　６５歳未満の死因別状況（表 2）

　本市の６５歳未満の死亡率（人口１０万人に対する人数）について、平成２２

年は１７１.３であり、男性が女性の約１.７９倍と多くなっています。

死因
死亡者数

（人）
死亡率

（人口10万対）
死因

死亡者数

（人）
死亡率

（人口10万対）
死因

死亡者数

（人）
死亡率

（人口10万対）

総数 820 171.3 総数 513 222.1 総数 307 123.9

第1位 悪性新生物 362 75.6 悪性新生物 193 83.6 悪性新生物 169 68.2

第2位 心疾患 91 19.0 心疾患 74 32.0 脳血管疾患 24 9.7

第3位 脳血管疾患 71 14.8 脳血管疾患 47 20.4 心疾患 17 6.9

(第3位) - - - - - - 不慮の事故 17 6.9

第4位 自殺 58 12.1 自殺 43 18.6 - - -

第5位 不慮の事故 46 9.6 不慮の事故 29 12.6 自殺 15 6.1

総数 男性 女性

表２　本市の６５歳未満の死因別状況 ( 平成２２年 )
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受診率
区分

年度

対象者数 受診者数 受診率
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資料　特定健康診査・特定保健指導の実施状況
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6.9 7.1

8.7 8.1
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10.1 10.5 12.0 12.2 12.0 12.7 12.8

12.8 13.6 14.1

19.9 19.1
17.8

19.2 19.2
20.8 20.9

23.1
24.4

22.6

7.3 7.1

7.0 7.9
7.9

8.5 8.8
11.7 11.6

13.6

0

5
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30

Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

肺がん

胃がん

大腸がん

子宮がん

乳がん

（％）
図１８ 本市の各種がん検診の受診率推移

資料　鹿児島市が実施するがん検診

◆　がん検診の受診率（図１８）

◆　特定健康診査・特定保健指導の受診状況（表３・４）

H20 89,604 17,682 19.7

H21 89,551 21,350 23.8

H22 88,263 23,127 26.2

H23 89,271 22,608 25.3

H20 2,816 264 9.4

H21 3,134 621 19.8

H22 3,243 813 25.1

H23 2,779 889 32.0

特定健診 65

特定
保健指導 45

表３　鹿児島市国民健康保険特定健康診査実施状況

*鹿児島市国民健康保険　目標受診率（平成２４年度）

対象者数 受診者数

表４　鹿児島市国民健康保険特定保健指導実施状況

受診率

( 年度 )

区分

年度

区分

年度

(人 ) ( 人 ) (％)

( 人 ) ( 人 ) (％)

(％)
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◆　国民健康保険・後期高齢者医療被保険者 1人当たりの医療費（表５～７）
※後期高齢者医療事業年報　都道府県別医療費の状況：平成20年度は4月から平成21年2月までの11か月分

※国民健康保険事業年報　都道府県別統計表：平成20年4月より後期高齢者医療費制度へ移行のため老人保健分計上なし

表５　市　被保険者1人当たりの医療費（

伸率 伸率 伸率

H14 206,336 ▲9.89 357,395 ▲10.60 905,348 ▲3.74

H15 230,549 11.73 390,039 8.37 921,570 1.76

H16 239,726 3.98 394,552 1.14 943,731 2.40 被保険者1人当たりの医療費

H17 256,006 6.79 421,335 6.36 997,639 5.71 （

H18 260,638 1.81 412,377 ▲ 2.17 1,023,024 2.54

H19 277,947 6.64 436,100 5.44 1,057,277 3.24 伸率

H20 313,768 12.89 442,289 1.40 - - H20 899,281 －

H21 323,643 3.15 443,916 0.37 - - H21 1,013,996 11.31

H22 339,709 4.96 439,725 ▲ 0.95 - - H22 1,045,606 3.02

H23 354,436 4.34 425,318 ▲ 3.28 - - H23 1,063,728 1.70

伸率

H23（速報値） -

表６　県　被保険者1人当たりの医療費（

伸率 伸率 伸率

H14 230,763 ▲2.1 376,301 ▲0.9 798,478 ▲3.7

H15 238,233 3.2 381,325 1.3 814,233 1.9

H16 245,587 3.1 387,407 1.6 844,163 3.5 被保険者1人当たりの医療費

H17 259,489 5.7 413,344 6.7 899,076 6.1 （

H18 266,085 2.5 413,567 0.1 918,499 2.1

H19 282,724 6.3 439,613 6.3 960,885 4.4 伸率

H20 317,694 12.4 423,216 ▲ 3.7 - - H20 877,654 -

H21 988,606 12.6

H22 1,015,623 2.7

伸率

H21 -

H22 4.2

H23（速報値） 2.5

表７　国　被保険者1人当たりの医療費（

伸率 伸率 伸率

H14 183,562 ▲1.7 356,530 ▲3.2 739,636 ▲3.7

H15 190,239 3.6 362,754 1.7 755,957 2.2

H16 196,234 3.2 370,110 2.0 783,822 2.4 被保険者1人当たりの医療費

H17 206,079 5.0 388,320 4.9 826,047 5.7 （

H18 209,806 1.8 391,881 0.9 837,884 2.6

H19 221,711 5.7 408,822 4.4 876,229 4.4 伸率

H20 268,633 18.9 396,664 ▲ 3.0 - - H20 785,904 -

H21 882,118 10.9

H22 904,795 2.5

伸率

H21 -

H22 3.3

単位：円,％）(

単位：円,％）(

単位：円,％）(

単位：円,％）(

単位：円,％）(

単位：円,％）(

一般被保険者分 退職者医療費分 老人保健分

　　　　　　区分
年度

一般被保険者分 ・                                                                 退職者医療費分

　　　　　区分
年度

　　　　　　区分
年度

一般被保険者分 退職者医療費分

老人保健分

358,656

　　　　　　区分
年度

一般被保険者分

　　　　　区分
年度

　　　　　区分
年度

老人保健分

後期高齢者医療費

　　　　　　区分
年度

　　　　　　区分
年度

一般被保険者分 退職者医療費分

・　　退職者医療費分

362,028

資料　本市は、「こくほ実績（年度別総医療費の推移）」、後期高齢者特別会計「決算に関する説明書」資料
　　　国・県は、後期高齢者医療事業年報　都道府県別医療費の状況、国民健康保険事業年報　都道府県別統計表
　　　（平成２１年度以降の１人当たり医療費については、一般被保険者分と退職者医療費分の計）
　　　平成２３年度１人当たり医療費の市・県（速報値）は、鹿児島県保健福祉部保健医療福祉課国保指導室資料

335,603

349,755

279,463

288,816

後期高齢者医療費

後期高齢者医療費

　　　　　　区分
年度

一般被保険者分 ・退職者医療費分

市：国民健康保険）

(市：後期高齢者医療）

県：国民健康保険）

県：後期高齢者医療）

国：国民健康保険）

(国：後期高齢者医療）
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